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ワタチンの1医療経済評価について(2)
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健康結果の数量化 ―健康続含指標

が開発された

ｐ
ｐ

由
ロ

一．　

１

一̈一一̈
一一一̈一・．．
・一̈一一一̈一一

一・一一一一一一一・・・・・一一一一̈̈
¨̈一̈̈
¨̈̈
一一一．．̈．
・・一一一一一一一一一一一一

一̈
一一一̈
一・一一』一一一一́

， 一̈
“̈
［一̈
詢［［“̈
“”̈
計̈・
　

一

-1-

ll,:11i:::.1



健康統合指標の考え方
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生存率 (%)

年齢

■
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健康寿命 =A+f(B)

健康損失 =C+g(B)
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QALYと DALY

QALY:質調整生存年 (Qua‖ ty‐adjusted Lre Yea→

-1960年代に費用効果分析のために経済学者、心理学者らにより開発
―医療技術による健康の一単位の改善にどれだけ費用がかかるか

― QOLを「効用値 (u暫 :識y)」 として0(死 )から1(完全な健康)に数
値化     ■

´効用値は医療技術を,葦ける (た )人が決定
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費用対効果分析の概念図

羨病 X

健康負担

健康統合指標の計算手順の概略

1.健康状態の記述 :疫学モデルの作成
一 あらゆる状態を想定

一 変移確率の決定

I  Cost
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健康負担減少分A

単位■|||七′減少健熊 担
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ワクチン
接種+

決定樹による疫学モデルの作成

免疫+
後遺障害十

免疫―

(感受性+)
後遺障害―

免疫+ 後遺障害+

感染+
後遺障害―

免輝一

て感受性+)

ワクチンの医療経済評価に必要なデータ

疫学モデル作成
一非接種者の疾患罹患率
一疾患罹患の後遺症の種類とその発生率および生命予後
一ワクチンの有効性と効果持続時間
一副反応の種類と発生率および生命予後
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ワクチンの医療経済評価を行う際の課題
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支諺ず扉
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場こZ鶏翼聾躍婿高皐早
内データの整備状況

i埋鶏撃程警看惑琶醤藉足奮季

`事

奎レ言展電だ色秀
)に関する

|‐1章|‐事||‐|‐響甲キIIE「有‐警
(病時の保育費用等)
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